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Ⅰ　プロジェクトの概要

１．「学部教員養成教育の到達目標」検討プロジェクトの取り組み
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Ⅱ　学部教員養成教育の到達目標の検討状況

1.　全体的状況
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【北海道教育大学】

2.　各大学における検討状況
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⑶

２　教師の自己成長力育成のプロセス



場面に対応した７つの力（マトリックス）例 ○：スキル（指導技術）　●：気付きや理解

１　学習指導力 ２　生徒指導力 ３　教育相談力

A
大学の授業

・教育実践論等

○専門分野や教科の歴史などつい
て理解し指導に生かす

○適切な観察・実験を指導する

○用いる学習教材の特徴（長所，
短所）を把握する

●数種類の教授方法や学習論を把
握し，指導に応用する

○自主性・主体性や協調性を発揮
する

○学生同士で好ましいコミュニケ
ーションをとる

●子どもの発達段階や特性に応じ
た指導を理解する

●総合的な人間力の重要性を理解
する

○学生や友人の話し合いで，話し
手の要求を理解しようとしなが
ら聞き取る

○学生や友人の悩みや訴えの原因
を探る手段や方法を考えようと
する

●子どもの観察を通じた資料収集，
活用の意義と方法について理解
する

●教育相談の進め方の基本につい
て理解する

B
教育実習

・基礎実習

・採用直前教育
　実習

○専門分野や教科の歴史などを理
解し指導に生かす

○子どもの疑問・質問に適切に答
える

○数種類の教授方法や学習理論の
特徴を知っており，適切なもの
を指導に応用する

○学校にある器具，教具について
正しい使用法をふまえて指導す
る

○観察とコミュニケーションによ
り児童生徒を理解する

○児童生徒の発達の段階・特性や
心身の状況に応じた指導をする

○適応や自律，また好ましい人間
関係の形成を促す指導をする

○体罰の禁止をふまえて児童生徒
を指導する

●いじめ・不登校・問題行動に対
して理解し対応をする

○様々な場面での子どもとのコミ
ュニケーションを配慮する

○様々な場面で子どもの子どもの
姿や関係のメモを取る

○子どものつぶやきに耳を傾けた
り，寂しそうな子どもに寄り添
ったりする

●子どもが心を開くための働きか
けの意味と意義，手法について
理解する

C
学校（支援）
ボランティア

・フレンドシップ 

○専門知識に基づき児童・生徒が
理解しやすい指導をする

○子どもの疑問・質問に適切に答
える

●児童生徒一人一人の授業に関す
る興味・関心等を把握する

●児童生徒一人一人の学習内容の
理解や習熟の程度を把握する

○児童生徒や保護者との間で良好な
コミュニケーションをとる

○児童生徒の活動を促す言葉かけや
環境づくりをする

●ほめること叱ることの意義やその
適切な機会について理解すること
ができた

●特別支援を必要とする児童生徒に
対する接し方について理解する

○体験活動で子どもへ積極的な働
きかけをする

○特別なニーズを必要とする子ど
もとのコミュニケーションのと
り方を配慮する

○体験学習で保護者の悩みや要求
を一緒に考えようとする

○遅れがちであったり，消極的で
あったりする子どもの悩みにつ
いて一緒に考えようとする

D
地域・社会
体験等

●自分の活動を振り返って，評価
点，反省点を適切にあげる

●指導者の指導・助言を素直に受
入れ，それらを生かした指導を
する

●優れた教師に学ぶ

○体験活動での子どもへの積極的
な働きかけ

○特別なニーズを必要とする子ど
もとのコミュニケーションのと
り方を配慮する

○体験学習で保護者の悩みや要求
を一緒に考えようとする

●子どもとの関係作りに必要な要
素や内容について理解する

E
大学生活

○専門分野に関する新聞記事をよ
んで，記事の内容を児童・生徒
に説明する

○施設利用方法を把握し，それら
を活用して指導する

○インターネットを用いて情報の
検索や公開ができる

○図書館を利用して資料を収集す
る

○法律やマナーを意識した言動を
とる

○友人や仲間との好ましい人間関
係を作る

○必要に応じた活動の組織とリー
ダーシップの発揮する

○多様な職種の人間との間で好ま
しい交流をする

●子どもとの関係作りに必要な要
素や内容について理解する

※それぞれ代表的なチェックリスト項目を記載しています。



４　学級経営力 ５　地域教育連携力 ６　協働遂行力 ７　臨床的実践力

●1年間の学校行事と学級の取
り組みを把握する

●学級経営計画の内容の理解
し把握する

●遊びや文化活動を知る

●現代の子どもたちが抱えて
いる悩みや，教師たちが直
面している困難を知る

○現代の子どもの生活実態の
学習を知る

●生涯学習施設・体験学習施
設等を把握する

●総合的な学習の意義等を把
握する

○他の学生に話しかけたり，自
分から役割をひきうけたりする

○集団での話し合いや共同作
業に積極的に関わろうとす
る

●教育活動における教師同士
の連携や協力の重要性につ
いて理解する

●リーダーシップを発揮した
り，協力したりする

①入門期

〈子ども理解の直観力●〉

子どもと「ともにいること」
がうれしい
子どもと何気ないおしゃべり
ができる

〈実践の構想力○〉

子どもが言いたいことを聴き
とる努力ができる
子どもの何気ない表情や言葉
の変化に気づくことができる

②展開期

〈子ども理解の直観力〉

子どもに寄り添いながら，そ
の子の不安や喜びを想像する
ことができる
子どもと対話しながら，子ど
もが言いたいことを理解しよ
うと努力できる

〈実践の構想力〉

子どもが言いたいことを聴き
とりながら対話することがで
きる
子どもの何気ない表情や言葉
から，その子の不安や喜びを
理解しようと努力できる

③実践期

〈子ども理解の直観力〉

子どもに寄り添いながら，そ
の子の不安や喜びを理解しよ
うと努力できる
子どもと一緒に遊びこみなが
ら，子どもの様子を少し冷静
に観察することができる

〈実践の構想力〉

子どもが言おうとしているこ
とを丁寧に聴きとりながら語
り合う努力をすることができ
る
子どもの何気ない表情や言葉
から，その子のメッセージを
理解しようと努力し，それに
ふさわしい応答の仕方を考え
ることができる

●学級担任の仕事の把握する

●子ども同士の人間関係を把
握する

●子どもの自治活動と指導の
在り方を把握する

○気になる子どもへの対応を
こころがける

○子どもの生活を把握し生活
指導に生かす

○遊び・体験の意味や意義に
ついて知り，指導する

●保護者との連携の意義と意
味について把握する

○地域の特徴をカリキュラム
に生かす

○他の実習生や指導教員と積極
的にコミュニケーションを図る

○授業や活動で，集団による学
習の意味や留意点を説明でき
る

●集団活動での指摘や助言，協
力や指示など適切な場や機会
に気付く

●校務分掌や学年組織などの意
味と意義について把握する

●アシスタントティーチャー
の役割について理解する

○子どもの学習面でのつまず
きに気づき，対策を講じる

○子どもの友人関係に関わる
問題の把握に努める

○子どもへの対応に配慮する

○遊び・体験の意味や意義に
ついて知り，指導する

○地域住民・社会教育との連
携に努める

○安全について配慮する

●保護者との連携の意義と意
味について把握する

○話題を共有するなどして人
間関係や協力関係をつくる

○取り組みに際して関係者と
積極的に相談したり協議し
たりする

○集団活動の指導を計画する
ように配慮する

●集団活動を組織する指導性
の意味と意義に気付く

○子どもや保護者との交流を
行う

●子どもの校外での様子を把
握する

○校区の様子について情報収
集する

●子どもの教育に対する父母
の願いを知る

○話題を共有するなどして人
間関係や協力関係をつくる

○取り組みに際して関係者と
積極的に相談したり協議し
たりする

○集団活動の指導を計画する
ように配慮する

●集団活動を組織する指導性
の意味と意義に気付く

○学生同士の日常的な交流に
努める

○行事に積極的に参加する

○相手の話を共感しながら聞
く

○地域住民・社会教育との連
携に努める

○周囲の人に配慮して行動す
る

●自助と協助の意味と意義に
ついて把握する

○マナーや協調性を重視し，
集団性に配慮する

●リーダーシップを発揮した
り，協力したりする



教育活動の実践

・教育フィールド研究

・教育実践論

・教育実習

指導助言自己評価

大 学 生 大学教員

教職スーパーバイザー

指導・助言

合同研修会・協議会

⬅⬅

指導・助言⬅⬅

フィールド先

学校支援ボランティア

（札幌，旭川，釧路）

基礎実習（札幌）

基礎実習（旭川，釧路）

フレンドシップ事業

（旭川，釧路）

介護等体験（札幌）

学校支援ボランティア

（札幌，旭川，釧路）

へき地校体験実習（札幌）

地域教育活動（旭川，釧路）

夏の学校（函館）

土曜講座（札幌）

最終自己評価・課題焦点化

フィールド活動の観察など
体験状況の把握・評価

【Plan】
大学生による個人目標
の主体的な設定

【Do】
個人目標の達成に向け
た意欲的な取組

【Action】
次の活動に向けた目標
設定や計画の修正

チェックリストによる自
己評価と大学教員，
フィールド先からの評
価　　　  （７つの力）

【Check】

・ボランティア論
・体験学習論
・野外学習論　等

教育実習（全五校）

へき地校体験実習（釧路）

自然・社会体験支援

（札幌，旭川，釧路）

学校，地域，団体支援

（札幌，旭川，釧路）

へき地校体験実習

（札幌，釧路）

採用直前教育実習（全五校）

・総合学習論
・生涯学習概論
・国際理解論　等

指導力向上
・セミナー
・コーチング　等

1年

2年

3年

4年

７　自己成長力育成の流れ
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【弘前大学教育学部】
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【福島大学人間発達文化学類】







 



　

福島の教員スタンダード
─教員の専門性確立をめざして─

「福島の教員スタンダード」共同開発ワークショップ

平成19年 8月

　「福島の教員スタンダード」共同開発ワークショップは、福島大学が福島県教育委員会と連携して発足したプロジェ
クトです。本プロジェクトは平成 17年 12月の発足以来、教育についての課題を共有し、教員養成と教員研修が系
統性を持って進められるよう協議を重ねてきました。「福島の教員スタンダード」はこうした取組みの成果です。

「福島の教員スタンダード」のめざすもの
「福島の教員スタンダード」は、　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　教員をめざす学生が身に付けていくべき内容を明らかにしています。 
　　　教員が長い教員生活の中で深化させていくべき内容を示しています。　

　・大学においてより質の高い教員養成を行うために　　　　
 ・教員が自己の専門性をより一層高めていくために　　　
 ・県民に教育に対する理解をより深めていただくために　

「福島の教員スタンダード」が積極的に活用されていくことを期待しています。

【資料１】



学び続ける教員、
成長し続ける教員のために
　

　教員の仕事は、校種、学校規模、担当教科などによって大きく異なりますが、「福島の教員スタンダー

ド」では、福島県の教員として共通に必要とされる専門性を次のように考えています。

　・教員としての自覚と使命感、教育に対する情熱を強く持っていること。
　・教科内容や指導方法に精通した、「授業づくり」の専門家であること。
　・児童生徒の人間的な成長や発達を支えていく、「人づくり」の専門家であること。
　・教職員同士や地域との連携を進める、「学校づくり」の専門家であること。

　「福島の教員スタンダード」では教員の専門性を、「Ⅰ 教員の自立と使命感」、「Ⅱ 授業づくりと学
びの創造」、「Ⅲ 児童生徒の理解と指導」、「Ⅳ 教職員の協働と学校づくり」の四つの領域として設定
しました。それぞれの領域には二つ～四つの項目があり、全部で 13の項目から成っています。教育
の専門家となるためには、教員をめざすときから、また教員になっても、不断の努力によってこれら
の専門性を磨き確立させていくことが大切です。

　このスタンダードを活用して、学び続け、そして成長し続けることにより、児童生徒や保護者・地
域社会から求められる専門性を身に付けた教員として、活躍されることを期待しています。

　Ⅰ　教員の自立と使命感

１　教育の意義の理解と教員としての自覚・使命感・情熱
教員は、児童生徒が人間として成長する上での教育の持つ重要性を深く認識し、自らがその成長

や人間形成に影響を与える存在であることを強く自覚して、使命感と情熱を持って教育を行う。

２　教員としての確固たる倫理観
教員は、社会人としての適切な判断力や行動力を持ち、かつ、全体の奉仕者としての高い倫理観

を持って教育を行う。

３　積極性と豊かなコミュニケーション能力
教員は、児童生徒に積極的に働きかけ、教えと学びの関係をつくり、また、豊かなコミュニケーショ

ン能力を持ち、児童生徒や保護者等との間に良好な人間関係を築く。

４　自らの実践の省察と改善
教員は、自らの教育実践を常に振り返り、自らの教育の視点や態度を省察し、改善に結び付けて

いく。　　

福島の教員スタンダード
　 



　Ⅱ　授業づくりと学びの創造

５　教育目標と発達課題に基づく授業の構想
教員は、教育活動の目的を明確にし、学校の教育目標と児童生徒の発達課題を踏まえて授業を構

想する。また、福島県の歴史・文化・自然等を踏まえた教材づくりや特色ある教育課程の編成に努める。

６　教科内容の深い理解と児童生徒への知識の定着
教員は、教材にかかわる専門的かつ体系的な知識を持ち、児童生徒の発達段階に即して知識を定

着させる適切な指導を行う。

７　効果的な指導方法と指導技術の研究・開発
教員は、授業実践を通して、より効果的に知識や技術を伝達する方法や児童生徒の思考力・判断力・

表現力を向上させる方法の研究及び開発を行う。

８　児童生徒の学習状況の評価
教員は、児童生徒一人ひとりの学習状況を把握し、学習の充実や改善に向けて適切な助言を与え

ることにより、児童生徒が自信や意欲を持ち、見通しを持って学び続けることができるような評価を

行う。

　Ⅲ　児童生徒の理解と指導

９　児童生徒の人間的な成長・発達と個性の把握
教員は、児童生徒の発達段階を踏まえながら、一人ひとりを多面的にとらえて指導する。

10　個人の尊重と互いを高め合う学級経営
教員は、児童生徒一人ひとりを尊重するとともに、豊かな人間関係を形成する学級経営を心がけ、

よりよい個人と集団の在り方を追求する。

11　児童生徒の個性を伸長し社会性を高める諸活動の展開
教員は、児童生徒の主体的・自治的な活動や文化・スポーツ活動などを通して個性を伸長させる

とともに、豊かな社会性を身に付けさせる。

　Ⅳ　教職員の協働と学校づくり

12　教職員の協働とよりよい学校経営
教員は、教職員一人ひとりが互いに持ち味を発揮しながら協働することによって、より充実した

教育活動を展開できることを認識し、組織としての教育力の向上に努めるとともに、創意と活力のあ

るものとなるように積極的に学校経営に参画する。

13　学校と家庭・地域社会との連携
教員は、地域理解に努め、その実態を踏まえて学校と家庭・地域社会との連携を図り、福島県の

地域の特性を生かし、地域に根ざした学校づくりを進める。



教員の専門性は〈態度〉〈知識〉〈実践力〉の
                          三つの側面からとらえることができます。

　

〈態度〉〈知識〉〈実践力〉三つの側面からのとらえ方
例）「６　教科内容の深い理解と児童生徒への知識の定着」

　　「９　児童生徒の人間的な成長・発達と個性の把握」

〈態　度〉 ❶児童生徒を「成長し続ける存在」ととらえ、未来への可能性を切り開こうとする。
 ❷児童生徒の思いや願いを大切にしながら、励ましと厳しさで自立に向かわせようとする。

〈態　度〉 ❶教材を通して本物の価値に出会わせようとし、追求させようとする姿勢を持っている。
 ❷他教科・他領域との関係の中で教材の意味や価値を総合的にとらえている。

〈知　識〉 ❶児童生徒の各段階の特徴と課題を理解しており、成長・発達の一般的な筋道を知っている。
 ❷特別な教育的ニーズのある児童生徒を理解し、個に応じた支援の方法を導き出す方策を知っている。
 ❸児童生徒の社会的自立にかかわる課題を理解している。

〈知　識〉 ❶担当する教科等の専門的かつ最新の知識や技術・情報を身に付けている。
 ❷一つの知識が異校種ではどのように扱われているかを知っている。  

〈実践力〉 ❶様々な実践を通して、一人ひとりの多面的な能力や特性を踏まえて指導することができる。
 ❷様々な課題を抱える児童生徒に対し、理解・共感しながら指導することができる。
 ❸児童生徒の自主性を伸ばし、自己実現を図る積極的な生徒指導を行うことができる。

〈実践力〉 ❶児童生徒の発達段階や能力に応じて、様々な方法を駆使し的確に分かりやすく説明することができる。
 ❷情報の入手方法や調べ方、整理方法などの「学び方」を指導できる。
  

〈知　識〉
　教員として教育実践を行う上
で必ず知っておくべき内容や原
理原則など。
◇大学や研修の場で学んだり、
本や資料から得たりした情報を
整理することによって形成され
ます。

〈実践力〉
　状況に応じて適切な判断を下
し、臨機応変に行動することが
できる力など。
◇教職経験を積む中で、適切な
指導を受けることによって伸び
ていきます。

〈態　度〉
　｢児童生徒観｣ や「授業観」など、教育に
かかわる根本的なものの見方や価値観など。
◇児童生徒や保護者、教員間の交流や経験
を重ね、自ら省察することによって形成さ
れるものです。

　「福島の教員スタンダード」が掲げる 13の
項目は、いずれも大きな柱となる内容であり、
これらをより豊かなものにしていくためには、
それぞれの項目を次の三つの側面からとらえ
ることが有効です。その三つとは、〈態度〉〈知
識〉〈実践力〉であり、これらは相互に密接に
かかわり合うものです。



領
域 主項目

具体的内容

前期（教育実習前） 中期（教育実習前後） 後期（卒業期）

Ⅰ　

教
員
の
自
立
と
使
命
感

１

教育の意義の理解と教員と
しての自覚・使命感・情熱

現場への興味関心 教育の意義の理解 学校の社会的役割

教員適性と改善 理想の教師像 柔軟な思考力

教育活動への意欲 指導者としての自覚 しっかりした教職への意志

２

教員としての確固たる倫理観

心身の健康 公平な判断 社会人としての適性

批判的思考力 毅然とした態度 社会的正義感

計画的な生活 勤務の知識 教職への見通し

３

積極性と豊かな

コミュニケーション能力

積極的な姿勢 相互理解への努力 明快な態度表明

集団の機能の理解 人間関係づくりの方法 意見の調整

場に応じた態度 わかりやすい話し方 プレゼンテーション・スキル

４

自らの実践の省察と改善

実践の記録とその活用 謙虚な振り返り 自立的な実践サイクル

多様な視点 子どもの視点への転換 反省的実践

討論への参加 視点に基づいた実践の批評 実践コミュニティ

Ⅱ　

授
業
づ
く
り
と
学
び
の
創
造

５

教育目標と発達課題に基づく

授業の構想

学習指導要領の知識 単元の展開と授業案 教育目標の体系的理解

子どもの自立への問題意識 教材の意義の明確化 教材間の関連づけ

教育活動全体のイメージ化 理論や実践の理解 授業展開のアイディア

６

教科内容の深い理解と

児童生徒への知識の定着

専門的知識・技術の獲得 指導内容の構造化 具体的な説明

現代社会の理解 授業資料の蓄積 学び続けようとする態度

子どもを取り囲む環境 授業内容と子どもの関連 専門の体系的知識

7

効果的な指導方法と指導技術の

研究・開発

教育情報の入手 計画的な授業展開 教育方法の思想

授業参観と授業研究 スムーズな授業展開 子どもへの柔軟な対応

多数を前にした発表 子ども主体の学習 授業実践のイメージ化

８

児童生徒の学習状況の評価

評価の重要性 簡単なテストの作成 評価の実践への活用

反省的視点 子どもの状況の言語化 個に応じたアドバイス

公正な判断 カウンセリング・マインド 実践へのフィードバック

Ⅲ　

児
童
生
徒
の
理
解
と
指
導

９

児童生徒の人間的な成長・発達

と個性の把握

子どもの発達への関心 トラブルについての予備知識 子どもの問題への共感

教育問題の把握 活動を通した子ども理解 多様な子ども理解

自ら受けた教育の対象化 特別支援教育 問題解決のための協力

１０

個人の尊重と

互いを高め合う学級経営

集団指導のイメージ 子どもたちとの自然なふれあい 子ども間の関係形成

安全性の重視 毅然とした指導 正義感ある学級づくり

活動における自治の重視 子どもとの共同解決 自立を促す学級づくり

１１

児童生徒の個性を伸長し

社会性を高める諸活動の展開

自らの個性の伸長 得意な知識や技術の教授 活動の目的の明確化

自治的活動の経験 諸活動の企画への意欲 権利、義務、責任

子どもが夢中になる活動 諸活動の企画力 生きる力の伸長

Ⅳ　

教
職
員
の
協
働
と

学
校
づ
く
り

１２

教職員の協働と

よりよい学校経営

公共的価値観 学校をめぐる多様な関係理解 学校づくりのイメージ

建設的な話し合い 子どもの指導における協力 教職員のチームワーク

教育の組織性 目標の共有と追求 同僚性の課題意識

１３

学校と家庭・地域社会との連携

地域社会との接触 地域社会の理解 保護者との協力

異世代との交流 地域の子どもの理解 保護者との連携方法

地域活動への参加 地域における学校の役割 地域活動の理解



前期（教育実習前）

前期（教育実習前）

中期（教育実習前後）

中期（教育実習前後）

後期（卒業期・大学院）

後期（卒業期・大学院）

　Ⅱ　授業づくりと学びの創造

教育目標と発達課題に基づく授業の構想
　教員は、教育活動の目的を明確にし、学校の教育目標と児童
生徒の発達課題を踏まえて授業を構想する。また、福島県の歴史・
文化・自然等を踏まえた教材づくりや特色ある教育課程の編成
に努める。

❶学習指導要領の概要を理解し
ている。（学習指導要領の知識）

❷子どもたちが自立するために
は、どのような知識や技術が
必要なのか、問題意識を持っ
ている。（子どもの自立への問
題意識）

❸教育の目的を達成するために
は、多くの教育機会や活動の
連携が必要であることを知っ
ている。（教育活動全体のイ
メージ化）

❶単元（題材）の授業に沿った
展開を計画することができ、
授業案に表すことができる。
（単元の展開と授業案）

❷自らが専門とする教科や領域
の教育上の意義を明確にする
ことができる。（意義の明確化）

❸教育に関する論文や教育実践
記録を多数読み、内容を理解
することができる。（理論や実
践の理解）

❶学習指導要領と教育目標の内
容を関連づけて体系的に理解
できる。（教育目標の体系的理
解）

❷他教科や他学年との関係で教
材や授業を関連づけることが
できる。（教材間の関連づけ）

❸単元や授業の展開において、
それぞれに合ったアイディア
を持つことができる。（授業展
開のアイディア）

５

教科内容の深い理解と児童生徒への知識の定着
　教員は、教材にかかわる専門的かつ体系的な知識を持ち、児
童生徒の発達段階に即して知識を定着させる適切な指導を行う。

❶自分の得意とする分野におい
て、より深い専門的な知識・
技術を得ようとしている。（専
門的知識・技術の獲得）

❷常にニュースや新聞などに触
れ、現代社会の仕組みを理解
しようとしている。（現代社会
の理解）

❸子どもを取り囲む社会環境・
自然環境に興味を持っている。
（子どもを取り囲む環境）

❶授業の目的に沿って、単元や
指導内容を組織することがで
きる。（指導内容の構造化）

❷授業で活用できると思われる
様々な資料をストックしてい
る。（授業資料の蓄積）

❸専門知識と子どもたちの興味
関心、生活現実とつなげて授
業を考えることができる。（授
業内容と子どもの関連）

❶図解やビデオ、実演などを通
して、具体的に説明すること
ができる。（具体的な説明）

❷真理を追究し、生涯学び続け
ようとする態度が身について
いる。（学び続けようとする態
度）

❸自らの専門とする分野におい
ては、幼児期から小・中・高
まで一貫した知識体系を持っ
ている。（専門の体系的知識）

6



知　識 実　践　力 態　度

　　  　　形成期 　       　　　　　発展期 　　 　　　　 　　深化期  　　　　　　円熟期

キャリアアップのポイント

解 説

　Ⅱ　授業づくりと学びの創造

教科内容の深い理解と児童生徒への知識の定着
　教員は、教材にかかわる専門的かつ体系的な知識を持ち、児
童生徒の発達段階に即して知識を定着させる適切な指導を行う。

　教員の教材に対する価値観は、直接的な指導のみならず、間接的にも児童生徒に伝わっている
ことを自覚すべきである。教員が、なぜ学ぶ必要があるのかあいまいなまま進めれば、児童生徒
もまた表面的な知識の獲得に終わってしまう傾向がある。その意味で教員には知識に対する深い
理解と主体的解釈が必要であり、それを児童生徒の成長段階に即して適切に教材化しなければな
らない。

❶自らが担当する教科等の専門的
かつ最新の知識や技術・情報を
有している。（専門的知識・技術）

❷専門的知識と児童生徒の日常生
活とを関連づけ、典型性・具体
性・順次性のある教材づくりの
あり方を知っている。（日常生
活と教材の関連）

❸一つの知識が異校種ではどの
ように扱われているかを知って
おり、学年進行による発展のイ
メージを持っている。（異校種
間の知識の展開）

❶教材の内的構成を踏まえ、児
童生徒の発達段階や能力に応じ
て、的確にわかりやすく説明す
ることができる。（わかりやす
い説明）

❷言葉のみならず実演や資料の提
示、メディアの活用を積極的に
行い、より具体性のある説明を
行うことができる。（具体性に
即した指導）

❸情報を整理して児童生徒に提示
するとともに、情報の入手方法
や調べ方、整理方法などの「学
び方」が指導できる。（学び方
学習）

❶教材を通して本物の価値に出会
わせようとし、追求させようと
する態度を持っている。（本物
との出会いと真実追求）

❷教科を閉じた領域とせず、他
教科・他領域との関係の中でそ
の意味や価値を総合的にとらえ
る。（教材の価値化）

❸知識や技術に対する誠実さと謙
虚さ、鋭い批判的思考力をもち、
新たな知識・技術の獲得に心が
けている。（新しい知識や技術
の獲得）

6

対象が児童生徒であっても、授
業で取り扱う知識内容は、学問
的根拠を持つものでなければな
らない。児童生徒を知的に育て
るためには、教員自身がさまざ
まな知的スキルを身につけてお
く必要がある。日常的に文献に
触れたり実技経験を行う、討論
に参加するなどの機会をもつよ
うにしたい。

授業には討議、演習、表現など
さまざまな活動があるが、最も
重要なのは教員の説明である。
説明は言葉のみならず、図解や
実演、要点の抽出などがあるが、
児童生徒にとって十分わかりや
すいものでなければならず、そ
のためには教員自身の知識が十
分に整理されている必要があ
る。

一般的に研究者と実践者それぞ
れの役割を分け、前者が教科内
容を決定し後者が実践するかの
ように誤解される傾向がある。
しかし、「総合的な学習の時間」
の運営に見られるように、学ば
せる内容を選択し価値づけ、体
系化させる技量が現場教員に求
められる時代となっている。授
業実践と研究を重ね合わせる視
点が必要である。

※　典型性、具体性、順次性

※　メディアの活用

※　

同じ教材を長年取り扱い続ける
と、その教材の特長や改善点に
気付くものである。それらは時
間をかけることによってしかた
どり着けない域であり、まさに
研究的な態度である。日々の教
育活動と研究を統合させ、実践
した内容を常に一般化したり、
教育現場から知識を体系化し直
すなどの視点が重要である。



【横浜国立大学教育人間科学部】





















【上越教育大学】
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“Final Test“Final Test””
1. The objective in course of study 1. The objective in course of study 

(5,6)(5,6)
2.  The movement of moon (5)2.  The movement of moon (5)
3. Digestion in human (The exam to 3. Digestion in human (The exam to 

b h i N f (6)b h i N f (6)be teacher in Nara prefecture (6)be teacher in Nara prefecture (6)
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5 The solubility (5)5 The solubility (5)5. The solubility (5)5. The solubility (5)
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7 The constellation (5)7 The constellation (5)7. The constellation (5)7. The constellation (5)
8. The development of human (6)8. The development of human (6)
9. The lever (5)9. The lever (5)9. The lever (5)9. The lever (5)
10. Newton10. Newton’’s law (The exam to be s law (The exam to be 

teacher in Osaka prefecture (5)teacher in Osaka prefecture (5)
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11. Drawing the digestive 11. Drawing the digestive 
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12. Translation of science 12. Translation of science 
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““State of matterState of matter””
““Living or NonlivingLiving or Nonliving””Living or NonlivingLiving or Nonliving
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学部教員養成教育の到達目標検討プロジェクトに関する
情報提供について（お願い）
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